
 

 

 

関西広域産業ビジョン（改訂版） 連合委員会[11/21]以降の変更点 

該当箇所 意見・時点修正 対応・考え方 

Ⅰ．現状認識、課題   

１（１）人口の減少

に伴う労働力不足 

【時点修正】 

現在、国において、就労を目的とする外国人の新たな在留資格の創設に向けた

検討が進められており、その議論の行方にも留意する必要がある。 

修正 

出入国管理法改正に伴い、記載内容を変更。 

１（３）グローバル

化の進展 

【時点修正】 

現行ビジョン策定以降、環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）協定の署名（2016

年 2 月）や日・ＥＵ経済連携協定の署名（2018 年 7 月）など、広範な経済連携

が進展しており、経済のグローバル化はますます加速している。 

修正 

ＴＰＰ１１の発効（2018 年 12 月）と日・欧経済連携協

定の発効予定（2019 年 2月）を反映。 

２（４）「2025 日本

万国博覧会」開催に

よるインパクト 

【連合委員会：平井委員】 

万博のレガシーを関西としてしっかり作り上げていく、そういうことを高らか

にしっかり盛り込むべきでは。 

修正 

ご指摘の趣旨を踏まえ変更。 

【連合委員会：井戸連合長】 

万博のレガシーを語ろうとすると、ワールドマスターズゲームズとか、ラグビ

ーワールドカップ、スポーツとの兼ね合いとのレガシーになるだろう。万博の

テーマとされた、健康と医療とか、スポーツもだが、そういう面での方向性み

たいなものがほしい。 

修正 

ご指摘の趣旨を踏まえ変更。 

Ⅲ．広域課題に対応する「関西経済活性化戦略」  

戦略１ 

（公設試関連） 

【経済団体】下線部の内容を追記 

府県域を超えた関西広域連合の取組みそのものもイノベーションのひとつであ

る。規制改革を進める特区制度を活用した企業支援に引き続き取り組むととも

に、公的分野における制度や仕組みの見直しなど、域内の幅広い分野でイノベ

ーションが生まれる環境の創出を図っていく。 

また、大学・国研、公設試、産業支援機関、金融機関など様々な機関が連携し

て入口（研究シーズ/市場ニーズ）から出口（事業化）までのワンストップサー

ビスを実現するオープンイノベーションプラットフォーム（OIPF）を構築し、

広域産業振興の観点からの OIPF の強化や各 OIPF の連携を推進する。OIPF の

構築を通じて、国の施策を活用しながら公設試や支援機関の機能強化を図る。 

修正 

戦略１に記載のとおり、関西において、競争力のある新

たな産業を創出するためには、関西の持つ高いポテンシャ

ルを活かしたイノベーションの創出が不可欠であり、オー

プンイノベーションの取り組みの拡大・推進が必要と考え

ている。域内にある公設試や産業支援機関など様々な機関

が連携して企業支援を行うことは、広域産業振興の観点か

ら重要な取り組みであり、オープンイノベーションの推進

にもつながるものであることから、ご指摘の趣旨を踏ま

え、記載内容を変更する。 

戦略２、３ 

（社会課題解決型

【連合委員会：三日月委員】 

策定以降の状況変化として、ＳＤＧｓの採択があるが、大変重要である。滋賀

修正 

ご指摘の趣旨を踏まえ変更。 
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戦略２、３ 

（社会課題解決型

ビジネス） 

でも、とりわけ産業分野において経済界と一緒になって社会的課題をビジネス

としてとらえて伸ばしていこうという取り組みをしている。ぜひ、ＳＤＧｓの

視点は具体の内容を戦略に盛り込んでいただくなど、記載の充実を。 

【構成府県市】 

①戦略３の２段落目「また、域内には・・・」に記載がある「地域の課題をビ

ジネス手法によって解決する、社会課題解決型ビジネスに取り組む」の部分で

あるが、地域の課題をビジネスの手法で解決するのは社会課題解決型ビジネス

というより、従来から広域産業振興局で取り組んできているスモールビジネス

ではないかと思料される。 

②戦略２の６段落目に「社会的課題をビジネスとしてとらえてその解決を目指

す・・・」と記載があり、戦略３の４段落目と文章が重複している。 

 

①、②の理由から「地域の課題をビジネス手法によって解決する、社会課題解

決型ビジネスに取り組む」を「地域の課題をビジネス手法によって解決する、

スモールビジネスに取り組む」としては、どうか。 

修正 

 ①については、ご指摘のとおり、広域産業振興局では地

域の課題を解決するビジネスをスモールビジネスと呼ん

できたところ。しかしながら、その対象となる事業や企業

規模が小さいとは限らないことから、読み手の誤解を招く

ことのないよう、このビジョンではスモールビジネスと表

現していない。また、ＳＤＧｓの取り組みとの違いを明確

にするため、「地域課題解決型ビジネス」に変更する。 

 ②で指摘の箇所は、趣旨が異なるにも関わらず、同様の

表現となっているため、違いを理解いただけるよう、戦略

２の記載を変更する。 

  

戦略３ 【連合委員会：平井委員】 

万博があれば人が来てインパクトがある以上に新しい産業を創造するとか、ワ

ールドマスターズゲームズも含めて、ツーリズムとして、産業ツーリズム、ス

ポーツツーリズムを起こしていくとか、もう少し他領域に踏み込んだ書きぶり

をしてパブリックコメントに示してほしい。 

修正 

ご指摘の趣旨を踏まえ変更。 

関西を支える人材

の確保・育成 

【連合委員会：井戸連合長】 

今、言われているような人材不足に関連する、外国人就労者を含めた人材不足

対策の記述がないのではないか、という感じがするので人材不足との関連を関

西はどう整理するのかという視点が必要では。 

修正 

ご指摘の趣旨を踏まえ変更。 

 


